




Environmental History of Y ai1gtze River Basin (Part 2) 
-Evolution of Irigation Systems for Pady Rice 
in the Liyang Plain, Hunan Province, China-
Y asuhi Motoki 
Abstrac Recntly archeolgical and enviromtal studies led to the 
discovery of the Yangtze civlization in the Yangtze valey, China, 
whic devlop an urban revolution based on pady rice cultivation 
at early times. This discovery promts to questions such as what are 
the georaphicl charcteristics of the city, what wer the conditons 
for ancient irigated pady fields and if those sytem contiued until 
today, disapeared, or wer modifed to some extent. 
The main objective of this study is to compare trends of arel 
changes in the uper, midle and lower reachs of the Yangtze river, 
and to corelate them with modern problems from an enviromtal -
historical viewpoint. Special consideration was given to the evolution 
of the irigation sytems. ・The presnt paer is focused in the Liyang 
plain, Hunan Province in the midle reach of Yangtze river. The field 
survey was done in the region around Lixan county including Chen-
gtoushan ruins, the most typical early ancient city. 
Key words: 環境史 Envirometal history, 長江 Yangtze river, 澄陽平
原 Liyang plain, 城頭山遺跡 Chengtousa ruins, 灌漑システム Irigation
sytem 
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I. はじめに―問題の限定
















































注） 1), 2) 周 (207, 図60), 3) 小出 (1987), 4) 梅原• 安田 (204, 年表）， 5) 日本第四
紀学会編 (197, 附 1-5)














































城頭山遺跡 (1 4゜0'E, 29 4゜2'N) は，長江中流の湖南省常徳市澄県澄闊平
原に位置する約60 年前の遺跡である．湖南省文物考古研究所によって19 年
に発掘が開始され， 197 年までにその基礎的性格が明らかにされ（湖南省文物
考古研究所， 19), さらに198 年には日中共同研究のプロジェクトとして実
施された「長江文明の探求」等を通して，総合的な検討が加えられてきた（常
徳市地方志編纂委員会， 20: 丑， 20: 戸・安田， 20 : Yasud, 20 : 


















70 年前， ③最古の祭壇一60 年前， ④最古の祭政殿（首長級の館）一530 年





























(204) によれば， 90-80 年前の影頭山遺跡の規模から推定された常住人
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省最北部，洞庭湖の北西部に位置する（図 2). 長江河日から約10km 上流に
位置する洞庭湖北西部は湖南省の中では湘北農業区（湖南師範学院地理系，
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図2 湖南省における澄県の位置














長江流域の環境史(2)-i 豊隔平原 ・城頭山迫跡周辺の灌漑水利変容ー 51 
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図4 洞庭湖区県市の地形構成
• 袋， 193 : 表1-1より作成）











た．図 5 (a, b, c) は，それぞれの代表的な形態を示したものである．
第 1 は， i豊県西部の丘陵内に分布するタイプ(a) で，谷頭部あるいは谷の出
ロなどに形成されている．それほど高い密度で分布しているわけではない．単
独の堰止型とでもよぶことができるもので，周辺の水田に対しては自然灌漑
長江流域の環境史 (2)-i 豊陽平原・城頭山遺跡周辺の灌漑水利変容ー 53 
図 5 澄県における池沼の 3類型
（元木， 207)
（自流灌漑）できる位置にある．こうした丘陵地に見られるタイプに対して澄
悶平原の池沼は，第 2' 第 3 のタイプとして区別できる．澄陽平原の地形は丘








は共通する． したがって，第 2 のタイプの池沼は「揚水地域型」の池沼と呼ぷ
ことができよう．

















を詳しく観察してみよう （図 6). まず台地状の地形面に位固する城頭山遺跡
表 2 澄県の地域区分と池沼の類型
地域区分 山郷 乎郷 浣郷
標高 60m< 60-35m 有I) 35m> 
池沼 有 旧河道，台地面 有2)
位罹 谷頭，谷底 • 密 氾濫原， 9日湖面
形態 丸長・点在 細長・連係
無 （小浣） 小坑






長江流域の環境史 (2) 一澄陽平原・城頭山遺跡周辺の灌漑水利変容ー 5 
0 1⑪ m 
I I 一一-河道
？ 呼m 、池沼 柘而釦埠
図 6 城頭山遺跡周辺の地形＝等高線分布（上）と池沼分布（下）
(5 万分の 1地形図く195 年航測， 1960 年製図〉より作成）






















具体的な例として車渓郷宝寧村の池沼を紹介しよう（写真 4). 深さ約 5 m, 






長江流域の環境史 (2) -i 豊隔平原 ・城頭山迫跡周辺の灌漑水利変容ー 57 
写真 4 城頭山遺跡周辺の池沼と農家生活景観
石段が設けられ，水面は水草が混じるのを防ぐために簡単な木枠で仕切られ，
利用しやすいように工夫されている（写真 4, 右上）．ここ で洗濯や野菜の洗
浄だけではなく ，この水を大きな瓶に汲み入れ沈殿させて煮沸し，飲料水とし
ても利用している（写真 4, 左下）．第 3 は池沼の底にたまった泥土を肥料と
して利用して，水辺の狭い農地を家庭菜園としている（写真 4, 右下）．第 4
には蓄水の機能も存在するようである ．洪水のときには周りの農地が水に浸か




のクリーク地帯で見 られた恨行とき わめて類似した役割を果たしてきたと いえ
る．ただ，池沼が農家を取り囲んでいるような例は少なく，また農作業あるい


















万分の 1地形図 (1980 年作図，南岳寺図幅）に示された水利に関する地名を検
討した結果，興味深い事実が判明した．すなわち，それぞれの名称ごとの出現
数をまとめると，拮（灌漑のために土を積み上げて水の流れをせき止めたも
の） 11, 堰（水流をせき止めるために土盛りしたもの，堰堤） 12, 塘（平地の





家部堰，堆子堰，野家堰 (43m), 鞭子堰 (4m), 一方同遺跡西方のより高位








































期 の • 田植期と 7 ・8月の栄養成長期である．一方気候
条件に着目すると，年降水量は130m であるが，そのうち 4-9 月に70% を占
め， とくに60% は4 - 6月に集中する．
と • 田植期の灌漑水確保はとくに問題にはな
らなかったものの，栄簑成長期には降水量が減少するため人工的に灌漑を行う




（周， 19 8) 第 2段階（筒車，清代に全盛），
第 3 段階（龍骨車） 『中国農具史綱饉罰諧』
図 7 龍骨車の比較
ことが重要な意味を持ってくる．気温は最高37 ℃，最低ー 3℃で年較差が大き
いが， 7 - 8 月は気温が最高になる時期であり，蒸発散による水分の不足も加
味される．
ここに池沼（堰堀）が発達してきた理由と存在意義がある． 『i豊県志』
(193 : 234) には，旱魃時の灌漑の状況について詳しい記載が見られる．要点
を記してみると，たとえば19 59 年には雨のない日が 7 月 2 日- 10 月10 日まで
10 日におよび，大部分のダムと堰塘は基本的に干上がり状態になり，周辺の
河川は断流し，大旱魃となったが，その対策として 18万人が出役， 23,680 張り
の水車（龍骨車）， 94 に及ぶ水路が改さくされ，泉井戸が1,941 箇所に掘 られた．
1960 年には 7 月 7 日から 9 月 9 日までの間， 一時少雨 (7 月13日）を挟んで，
堰塘が枯れ，このときには17 万人が出役， 18,943 張りの水車が投入されている．
50 年来の旱魃といわれた 1972 年には，降水鼠が少なく，貯水も少ないなかで，
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6・7・8 月に大旱魃となった．全県の82% のダム，私的な堰塘では水がなく
























(1952-8), 電気排潅施設の建設を進めた第 2段階 (1964-), そして
坑内の農地の基盤整備を進めた第 3段階 (196-75) である（湖南師範学院
長江流域の環境史 (2)-i 豊悶平原・城頭山遺跡周辺の灌漑水利変容ー 63 




上流の王家廠に建設された (1958 年消工， 59 年竣功）．このダムは，洪水の貯
留も兼ねたもので，高さ 35.m, 堤長450m, 集水面積462 国，貯水容最は 2億
面の規模をもつ．そこから前掲図 2 に示したように幹線導水路が設けられ，澄
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写真 6 澄陽平原に基幹的水利システム
（左上 ：王家廠ダム，左下 ：幹線用水路，右上 ：分水水門，右下 ：支線用水路）
も遺跡周辺地域の新しい傾向
湖南省農業統計年鑑によると， 197 年の澄県の総人 口は87. 万人である．そ
のうち農業人口は69 .0 万人 (78.6%) を占める． また総土地面積 (2 107 畑）に
占める耕地面積の割合は32% (67 .87 千 ha) で，湖南省で第 5 位の地位にある．
耕地面積のうち水田と畑の割合はそれぞれ72% (48.7 千 ha) と28% (1 9千
ha) である．水田 と畑の割合は中国全体で26 :74, 湖南省では79: 21である
ので，水田地帯と しての湖南省の特色は澄県の土地利用の上にも 明瞭に表れて
いる．食糧作物の播種面積は79 .2千 ha, 生産量は49 .8千 t であるが，このう
ち水稲がそれぞれ87.5% と94.0% を占め，圧倒的な地位にある．稲作期は早稲
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1) 菜 (196a) は，澄陽平原を含む両湖平原全体の城鎮の時空間的な展開過程を明
らかにしている．それによれば，澄陽平原周辺の都市の本格的な展開は，歴史時
代に入ってからのいわゆる洞庭湖における浣田形成（注2) 後のことである．














湖南師範学院地理学系 (198 : 90) によれば，社会主義革命後における坑の統
合によって，洞庭湖区においては開放初期から1975 年までの間にその総数は93 か
ら153 に減少した．また下・菟 (1985) によれば， 194 年から197 年までに洞庭湖
区の堤坑は93 から278 へ，耕地面積は593. 万市から86.7 万由へ，内湖面積は30
万市から150.4 万市へ，外湖面積は4350 由から2740 由へと変わり，人口数は256.
万人から598.2 万人へと増加している．このような堤坑の再編成の背禁には，洪水
による河川や湖沼への泥沙の堆積により，内湖而積が年々縮小傾向にあり，その
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はほぼ30m で澄楊坑より 10m 低<'かつ長江から洞庭平原へ流出する 4 つの流出
流路の一つである松滋中河がその東側を北から南へ通過している．ちなみに，治
水対策上は澄楊坑が「確保（重点）堤坑」とされているのに対して，西官坑は
長江流域の環境史(2)-i 豊開乎原・城頭山遺跡周辺の灌漑水利変容ー 69 
「蓄洪坑」すなわち洪水防止を兼ねた遊水池として区別されている．
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